
令和 2 年度 第 2 回支部運営審議会 

 
１．日 時:令和 2 年 6 月 23 日（日）14:00～16:00 

２．場 所:web 会議 

３．参加者:支部局 小山・樋笠・有吉（司会:小山、書記:有吉） 

      支部⾧ 清原・戎・川端・水田・森川・田中・三野・峯・宇仁菅・阿部・畑山 

                                 （敬称略・HP 順） 

４．保健福祉部からの提案事項:藤井部⾧ 

 保健福祉部技術研修「姿勢と動作の評価」の支部活用の提案について 

 ・10 月 18 日に県リハで開催予定 

 ・検討予定のある支部については、見学もしくは受講者としての参加 

 ・開催に関しては、初年度は保健福祉部より講師 2 名ほど派遣。 

 ・経費については、支部内予算での執行。場合によっては、保健福祉部での予算も検討。 

５．議題 

（１）報告事項: 

  ①日本理学療法士協会 定時総会の開催  6 月 6 日（土）14:00～16:00 

  ②兵庫県士会 代議員選挙 

   神戸東支部・西播磨支部で選挙 

  ③新人教育セミナーの代替方法 

   協会主催の e ラーニングは今年度の新人会員に関しては無料。昨年以前の入会者で新プ

ロ未履修者については有料。県士会で対応できるか学術局が検討中。 

  ④役員任期について（再確認） 

   任期は 2 年であり、任期終了は年度末のこと。支部⾧含め運営委員の任期の確認と遵守

のお願い。例外的に家庭の事情等やむを得ない場合を除く。 

（２）審議事項: 

  ①支部活動の進捗状況 

   １）新人発表説明会の日程（7 月初～8 月末） 

    淡路支部:7 月 10 日、西播磨支部:8 月 27 日 

   ２）形式について（web、HP 掲載） 

    淡路支部:ZOOM 

    北播磨丹波支部:ZOOM と HP 掲載 の 2 通りのパターンで検討。 

    理事会:支部のできる方法で構わない。 



        質問の対応ができる窓口の設置 

        掲載内容については個人情報について配慮すること 

    グーグルフォームで説明会の形式等に確認のため、今後、メーリングリストで発信 

   ３）新人発表会の日程、場所 

    淡路支部:3 月 7 日 関西総合リハビリテーション専門学校 

    西播磨支部:3 月 7 日 

    北播磨丹波支部:エクラホールを仮予約。3 か月前からキャンセル料発生。 

            会場からのキャンセルは費用発生なし 

            144 名の収容人数に対し、半分以下の参加者を条件に貸し出し。 

    ＊質疑応答 

    ・ZOOM アカウント使用については、山本先生へ問い合わせし、スケジュール予約す

る。同日に複数開催の場合はブレイクアウトルームで同日開催も可能。 

    ・推薦演題者の発表動画等を HP 上への掲載は、技術的なこともあり、検討継続 

   ４）新人発表会が中心になった場合の対応について 

     理事会（学術局）にて単位認定については、発表が条件（web 発表は認定） 

     Web での開催も念頭に入れて検討。 

    ＊質疑応答 

     ①新人発表会に関すること 

      ・web 発表の単位認定は認められる。（質疑応答ができるが条件） 

      ・病院で感染陽性者が発生したなどの理由で発表を自粛した新人の単位認定は認

められない。 

      ・開催場所を公共機関で使用するため、追加予算を組む場合、要審議 

       キャンセル料がでる想定で活動してよい。 

      ・新人会員への案内について、会場の案内に加え、web 開催の可能性についても

説明のこと。 

      ・発表会会場にサテライト会場は設けない 

      ・仮に web 開催であった場合、支部がホストとなり、発表者は会場ではなく自宅

からの発表。 

      ・備品（マスク・消毒薬等）については、今から準備を行ってもよい（審議済） 

     ②新人発表会会場の入場制限が必要な場合について 

      ・同施設の参加者数を何名かに制限する説明文書の配布 

     ③開催可否の目安について 

      ・目安の提示はできないが、対応策としては、換気・消毒・マスク・入場制限に



注意すれば、実施可能とは考えるが、引き続き検討する。 

    ５）その他、支部活動の進捗状況 

      支部の研修会について、学術局に研修方法に関して、要望を取りまとめたい 

    ６）web 会議の頻度と会議の予算計上 

      ・ヘッドセット購入について 

       衛生上の問題、web 参加者に平等に提供できないことから、購入は認められな

い。また、なくても web 会議は可能。 

   ②追加予算の審議 

     ・今年度予算の余剰金の取り扱いについて 

      現時点ではそのまま管理すること。ただし、他の事業への流用はしないこと。 

     ・web 会議頻度について 

      メールで済むものはメールで web 会議が必要な会議については、web 会議とし

て認める。 

 （３）その他 

   ・8 月以降の対面についての考え方 

    ＊感染対策を取れば、実施してもよいと考える。 

    ＊発表会開催の web または対面については、新人発表会のズーム開催を想定した事前

練習や対面だからこそできるメリットとして、対面を選択するなど支部ごとの判断

で構わない。 

                                       以上 


